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日

月 七 年 六 和 昭

二

つ

の

馨

何
で
も
飛
び
込
ん
で
し
ま
へ
ば
、
自
然

の
懐
へ
、
山
へ
で
も
、
谷
へ
で
も
ｂ
自
分

の
弊
を
投
げ
込
ん
で
し
ま
へ
ば
、
ど
う
に

か
な
る
と
云
ふ
や
う
な

一
種
の
捨
勇
の
氣

持
、
こ
の
気
持
を
経
験
さ
れ
る
登
山
家
は

随
分
あ
る
こ
と
ヽ
思
ふ
。

Ｘ

私
も
小
規
模
な
が
ら
さ
う
云
ふ
気
持
で

今
日
迄
山
旋
を
し
た
こ
と
が
多
い
。
自
然

美
へ
の
憧
れ
が
さ
う
せ
し
め
る
の
か
、
山

が
私
を
引
き
寄
せ
る
の
か
、
谷
が
私
を
引

す
り
込
む
の
か
ｂ
兎
に
角
、
自
分
の
心
が

燃
焼
す
る
思
ひ
で
、
私
は
山
へ
行
き
、
谷

に
入
る
。
勿
論
自
分
の
手
に
お
へ
な
い
虎

は
、
熟
練
し
た
人
夫
の
協
力
に
待
つ
場
合

も
あ
る
。
然
し
気
分
に
は
憂
り
は
な
い
。

少
し
大
げ
さ
だ
が

「
懸
崖
に
手
を
放
つ
て

絶
後
に
蘇
る
」
と
云
つ
た
や
う
な
気
持
だ
。

エ
ベ
レ
ス
ト
で
死
ん
だ
あ
の
若
い
登
山

家
逹
も
．
あ
の
雪
嶺
の
、
然
も
あ
の
高
さ

ま
で
も
、
自
分
逹
を
押
し
上
げ
て
行
つ
た

の
だ
か
ら
ｂ
死
ん
だ
つ
て
何
の
未
練
が
あ

ら
う
ｏ
彼
等
は
自
分
逹
が
生
命
を
堵
け

て
、憧
れ
て
、飛
び
込
ん
で
行
つ
た
大
き
な

自
然
の
懐
に
、
安
ら
か
に
眠
つ
て
ゐ
る
の

だ
と
云
ふ
様
な
感
ど
の
他
に
ｂ
私
は
彼
等

に
封
し
て
細
か
い
こ
と
を
考
へ
た
く
な
い

地
上
か
ら

一
萬
六
千
米
突
の
成

帯
圏

を
、

一
塊
の
氣
球
で
ぶ
ら
つ
い
て
来
た
科

學
者
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
水
原
に
、
た

つ
た

一
人
で
四
月
も
穴
居
し
て
ゐ
た
と
云

ふ
探
検
家
な
ど
、
た
と
へ
研
究
が
目
的
で

あ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
拾
身
に
か
ヽ
つ

て
ゐ
る
人
達
た
。
そ
し
て
そ
の
研
究
の
営

外
で
あ
る
自
然
に
対
す
る
執
著
力
の
燃
り

る
も
の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
ｏ
俄
令
死
ん

で
も
自
然
に
掃
る
の
だ
と
云
ふ
感
じ
、
そ

こ
で
は
自
然
は
冷
酷
な
無
生
物
で
は
な
く

少
な
く
と
も
自
分
の
外
を
投
げ
込
ん
で
も

惜
く
に
な
い
程
の
神
秘
と
壮
厳
と
慈
愛
と

を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

自
分
は
、
あ
の
極
光
の
輝
や
く
北
水
洋

の
水
原
、
或
は
揚
千
江
の
源
流
地
の
大
き

な
雪
山
と
懸
谷
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
奥
と
か
云

ふ
も
の
が
、
始
絡
私
の
周
り
を
続
つ
て
ゐ

る
マ
う
な
感
が
す
る
。
暇
さ
へ
あ
れ
ば
ｂ

條
件
が
り
る
せ
ば
、
自
分
は
何
時
で
も
出

か
け
て
見
た
い
。
そ
し
て
自
分
を
、
自
分

の
こ
の
心
を
、
そ
の
壮
厳
絶
美
な
大
自
然

境
の
中
に
投
入
し
て
見
た
い
。
こ
ゝ
で
は

必
す
し
も
山
と
云
は
ず
谷
と
云
は
す
、
兎

に
角
偉
大
な
る
原
始
的
の
自
然
美
の
中

一

ム
ク
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
、
自
分
の
骸
を
投
じ
て
見
た
い
や
う
な

一

気
持
が
す
る
。
そ
の
や
る
越
な
い
気
持
だ
。
一

そ
れ
が
私
を
、
た
と
ひ
小
さ
く
と
も
日
本

ア
ル
プ
ス
の
高
山
と
深
谷
と
へ
引
ば
つ
て

行
く
の
だ
。
自
分
で
も
ど
う
し
や
う
も
な

い
さ
う
云
ふ
や
う
な
傾
向
、
そ
れ
に
封
し

て
自
分
は
責
任
を
も
ち
た
く
な
い
。

×

併
し
こ
ゝ
に
も
う

一
つ
の
願
ひ
が
あ
る

そ
れ
も
結
局
は
今
逃
べ
た
も
の
と
合
流
す

る
も
の
だ
と
思
ふ
が
、
更
に
柔
軟
な
微
妙

な
感
鯛
を
も
つ
て
ゐ
て
、
そ
し
て
な
か
な

か
根
強
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
寂
し
さ
に
封
す
る
憧
憬
だ
。
静

か
な
も
の
に
封
し
て
滲
み
入
る
心
だ
。「森

林
に
自
由
存
す
」
。幽
林
を
さ
ま
よ
ひ
、
深

漢
を
湖
る
と
き
、
私
は
家
庭
の
覇
絆
を
腕

し
、
走
會
の
末
縛
を
忘
れ
て
、
ひ
た
す
ら

さ
す
ら
ひ
に
興
す
る
。
こ
ゝ
で
は
必
す
し

も
瞼
岨
を
要
し
な
い
。
山
で
云
ふ
な
ら
ば

第
二
、
第
二
流
の
高
さ
の
も
の
で
も
結
構

だ
。
兎
に
角
自
然
の
奥
へ
奥
へ
と
、
一
人

ぼ
つ
ち
で
入
つ
て
行
く
、
し
ん
み
り
と
し

た
自
然
の
ト
ー
ン
、
そ
の
深
さ
大
い
さ
は

私
の
心
を

一
杯
に
蒸
し
て
し
ま
う
。
私
は

思
は
ず
涙
を
と
ゞ
め
得
な
い
こ
と
さ
へ
あ

スυ。「何
の
木
の
花
と
も
知
ら
す
匂
ひ
か
な
」

自
然
の
様
々
な
物
象
に
当
す
る
同
情
が
、

私
と
そ
れ
等
の
も
の
と
の
Ｅ
別
を
さ
へ
忘

れ
し
む
る
。
私
は
ト
ロ
ー
の
や
う
な
、
芭

蕉
の
や
ら
な
生
涯
を
つ
く
づ
く
と
味
ひ
た

く
な
る
。
こ
れ
に
反
文
明
の
ル
ン
ベ
ン
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
そ
の
根
張
さ

に
は
ほ
と
ほ
と
あ
き
れ
る
。
放
涙
漂
泊
の

旅
、
貧
は
人
生
が
旅
で
あ
る
が
Ｄ
さ
う
云

ふ
こ
と
に
何
と
も
云
へ
な
い
ス
ウ
ヰ
ー
ト

な
哀
感
を
そ
ゝ
ら
れ
る
私
等
は

一
催
ど
う

し
た
も
の
か
、
こ
れ
も
自
分
で
は
責
任
を

も
て
な
い
こ
と
だ
ｏ

×

要
す
る
に
、前
の
も
の
も
後
の
も
の
も
ｂ

共
に
自
然
に
曇
す
る
自
然
の
肇
た
。
所
謂

ス
ポ
ー
ン
登
山
と
云
ふ
こ
と
も
、
私
は
甚

だ
結
構
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
ｃ
併
し
こ
の
二

つ
の
要
求
の
肇
に
比
べ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
私
に
は

（
こ
れ
に
恐
ら
く
私
だ
け
の
こ

と
で
越
う
）
　
有
明
の
灯
の
や
う
な
淡
さ

で
あ
る
。

一
九
二

一
、
大
、
二
七

冠
　
松
次
耶

山
岳
第
二
十
六
年
二
競
豫
告

来
る
七
月
下
旬
刊
行
の
豫
定
の
本
年
度

第
二
琥
の
目
次
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

巷
頭
豊
　
東
京
よ
り
見
すこ
ろ
富
士
山

（
望
遠
窮
真
）

山

口
　
成

一

本
　
　
欄

一
月
の
尾
瀬
　
　
　
　
　
石
　
原
　
　
巖

ピ
ヤ
ナ
ン
越
の
山
族
　
　
鹿

野
　
忠

雄

初
冬
の
大
井
川
の
旅
　
　
冠
　
松

次

郎

利
根
川
水
源
の
山
　
　
　
角

田
　
士口
夫

蓮
華
温
泉
よ
り
朝
日
岳
へ
　
渡

邊
　
漸

雑
　
　
録

ハ
ン
ス
モ
ル
ゲ
ン
タ
ー
レ
ル
に
就
て

井
　
田
　
　
清

一
月
の
北
穂
高
岳
　
　
　
桑

田
　
英

次

春
の
空
木
岳
　
　
　
　
　
小

池
　
文

雄

寸
叉
川
湖
行
　
　
　
　
工

業
　
英

司

風
致
保
存
に
就
て
　
　
　
冠
　
松

次

郎

登
山
業
者
協
議
會
　
　
　
矢
　
　
　
　
澤

山
手
帖
に
就
て
　
　
　
　
角

田
　
士口
夫

巷
頭
窮
員
の
説
明
　
　
　
山

口
　
成

一

共
他
　
會
務
報
告
、
固
書
紹
介
　
等

窮
員
版
十
二
枚
、
線
頁
約

一
六
五
頁

定
債
　
金
試
回
。

含
費
排
込
の
お
願
ひ

本
含
機
関
雑
誌

「
山
岳
」
第
二
十
六
年

第
二
琥
も
近
く
刊
行
、
會
員
各
位
の
お
手

許
に
層
く
筈
で
す
。
本
年
度
の
會
費
金
六

回
を
ま
だ
お
排
込
に
な
ら
な
い
方
は
こ
の

際
至
急
排
込
の
手
績
を
お
願
ひ
致
し
ま

す
ｃ

會
　
計
　
係
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會

務

報

告

六
月
四
日
定
例
理
事
會

出
席
　
評
議
員
二
名
　
理
事
七
名

一
、
五
月
七
日
の
開
西
小
集
會
に
就
き
角

田
理
事
よ
り
報
告
あ
り
。

ｉ
ｂ
山
目
記
刊
行
経
過
及
び
そ
の
印
税
に

開
し
角
田
松
方
面
理
事
よ
り
報
告
あ
り

三
、
運
動
具
店
の
登
山
用
具
槍
定
希
望
は

他
の
運
動
具
と
異
り
貴
施
極
は
め
て
困

難
な
り
。
製
作
所
に
於
て
全
責
任
を
持

ち
、
使
用
成
績
良
好
な
る
ｔ
の
に
推
薦

状
を
典
ふ
る
程
度
に
留
る
べ
し
。

四
、
講
演
會
営
日
の
打
合
を
な
し
た
り
。

五
、

「山
岳
」
二
十
六
年
二
脱
編
輯
に
開

す
る
打
合
を
な
し
た
り
。

六
、
山
小
屋
建
設
地
に
つ
き
冠
理
事
よ
り

報
告
あ
り
た
り
。

六
月
二
十
五
日
理
事
會

出
席
　
評
議
員
　
三
名
　
理
事
七
名

一
、
八
月
中
国
書
営
番
廣
止
。
但
開
室
日

は
従
来
通
り
。

二
、
山
岳
二
十
六
年
二
琥
編
輯
報
告
。

三
、
東
京
製
綱
株
式
會
祗
よ
リ
テ
ス
ト
を

依
頼
さ
れ
た
る
登
山
綱
は
科
學
的
試
験

の
結
果
極
は
め
て
良
好
な
る
を
以
て
、

本
會
に
て
試
験
中
な
る
文
字
を
使
用
す

る
を
許
可
し
、
今
夏
貴
地
に
試
用
の
上

更
ら
に
考
慮
す
る
こ
と
ヽ
せ
り
。

罷

演

會

六
月
十
二
日
午
後
七
時
よ
り
赤
坂
溜
地

三
會
堂
に
於
て

『
日
本
山
岳
含
講
演
會
』

を
催
し
た
。

小
島
會
長
の
簡
単
な
開
會
の
辞
に
次
い

で
左
の
講
演
が
あ
つ
た
。

一
、
北
海
道
及
び
千
島
の
山

（
句
燈
使
用
）

伊
藤
秀
五
郎
氏

二
、
山
の
話
　
　
　
　
浦
松
佐
美
太
郎
氏

講
演
絡
つ
て
左
の
映
豊
を
上
映
し
た
。

一
、
銀
嶺
を
り
く
　
　
　
　
　
一
巷

（
乗
鞍
の
ス
キ
ー
）

鐵
道
省
撮
影

二
、
雪
と
岩
へ
の
あ
こ
が
れ
　
二
巻

（
春
の
槍
・穂
高
）
岡
本
洋
行
提
供

二
、
モ
ン
プ
ラ
ン
の
嵐

講
演
も
映
菫
も
ひ
と
し
く
聴
衆
を
魅
し

た
。
首
日
に
ひ
ど
い
雨
降
り
だ
つ
た
の
で

ど
う
か
と
心
配
し
た
が
、
熱
心
家
は
診
く

な
い
と
み
え
て
含
場
に
流
れ
る
ほ
ど
の
盛

況
だ
つ
た
。
山
の
講
演
會
は
余
り
大
き
な

集
り
よ
り
も
二
四
百
人
の
方
が
ず
つ
と
落

付
い
て
ゐ
て
い
ヽ
。

山
日
記
に
就
て

一
九
二

一
年
度
の
山
日
記
は
既
に
會
員

諸
氏
の
多
く
が
御
覧
に
な
つ
た
こ
と
ヽ
思

ひ
ま
す
。
昨
年
度
の
そ
れ
に
比
し
て
携
帯

に
も
便
利
に
な
り
、
自
由
日
記
の
部
分
も

ベ
ン
書
き
の
出
来
る
や
う
に
紙
質
を
改
め
一

ま
し
すこ
。
記
事
の
内
容
は
全
部
書
き
吹
め

ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
登
山
経
歴
表
、

外
國
高
山
百
座
ゝ
本
邦
主
要
峠
高
度
表
ｂ

山
岳
語
彙
日
本
之
部
な
ど
を
附
加
し
、
さ

ら
に
山
小
屋
の
欄
は
収
載
さ
れ
た
小
屋
の

数
昨
年
度
版
の
約
二
倍
と
な
り
、
案
内
組

合
も
亦
著
し
く
増
加
記
載
さ
れ
ま
し
た
ｏ

執
筆
な
ら
び
に
編
輯
の
こ
と
に
営
つ
た

者
は
本
年
度
の
山
日
記
が
完
壁
と
い
ふ
に

は
含
遠
い
と
し
て
も
昨
年
度
の
そ
れ
に
比

し
て
著
Ｌ
く
吹
善
さ
れ
た
と
確
信
し
て
ゐ

ま
す
。
山
岳
會
と
し
て
は
、
會
の
事
業
の

一
つ
と
し
て

「
山
日
記
」
を
な
る
べ
く
多

く
の
登
山
者
の
間
に
普
及
さ
せ
た
い
と
考

へ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

就
い
て
は
甚
だ
勝
手
で
は
御
座
い
ま
す

が
、
會
員
各
位
の
御
知
己
へ
「
山
日
記
」

の
こ
と
御
吹
嘉
下
さ
る
や
う
折
入
つ
て
お

願
ひ
致
Ｌ
ま
す
。

ス
山
日
記
の
内
容
に
就
て
、
御
意
見
な

り
、
誤
診
と
思
は
れ
る
黙
が
あ
り
ま
し
た

な
ら
は
、
御
通
知
を
願
ひ
ま
す
。

別
に
正
誤
表
を
曇
表
し
て
お
き
ま
し
た

御
参
照
下
さ
い
。

倫
、
最
近
山
日
記
に
類
似
し
た
も
の
が

曇
行
さ
れ
つ
ヽ
あ
り
ま
す
。

登
山
日
記
　
　
日
本
山
岳
研
究
會
編

定
債
五
〇
錢
　
　
　
大
文
舘
曇
行

ど
う
い
ふ
性
質
の
會
で
あ
る
か
に
不
明

で
す
が
、
餘
り
に
も
山
日
記
と
混
合
さ
れ

易

い
の
で
驚
ろ
く
次
第
で
す
。
地
方
の
あ

る
旗
館
で
は
廣
告
の
勧
誘
状
を
見
て
、
日

本
山
岳
會
と
誤
認
し
て
ゐ
た
所
も
あ
り
ま

し
た
。
登
山
日
記
が
本
會
と
に
全
然
関
係

の
な
い
事
を
附
言
Ｌ
て
お
き
ま
す
。

Ｅ
口
円
（
お
望
捕
薔
）
Ｈ
瑠
灘

河
　
裁
難
　
　
淵
　
　
　
日

ＨＨ
　

ｏ
　
諮
瓶
醤
一Ｈ
　
浴
瓶
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石
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Ｎ
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ト∞い
　
Ｈ∞
　
さ
　
　
　
詩

昴
∞　
　
Ю
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｈ∞
ｏ　
　
Ｎ
　
＞
コ
黒
懇
諄
＞
Ｈ
哺
懇
諄

刺
９
む
゛
　
颯
ｑ
（
き
い

一日
一
ｗｉｍ
・”
ｏ
”・【　
　
∞
【ｏ
∞
■

ゝ
申
Ю
ｏ
８
ｏ∞
　

Ｎ
ｏｕ
ｏ
・∞

■

甲ヽ
印
Ｎ
ｏ
い・ｏ
　
Ｎ
∞ｏ９
ｏ

コ
ｐ
Ｅ
　

コ
回
Ｅ
（
諄
潮

申
・牌
）

モ
ヽ
油
薦
Ｅ
Ю
Ю
ｏ
ト

Ｎ
Ｎ
Ｏ
ｏ
ｏ藤

潔
申
　
　
　
※
灘
印

絆
力
″ミ
ヾ

雄
粛

・
醇
ヾ

＞
Ｄ
Ｅ
　
　
※
＞
Ｄ
Ｅ

轟
Ｎ
Ｅ
　
　
針
「
Ｎ

Ｅ

蜜
Ｆ
∽Ｓ
”
ｒ

＞
””

〓
Ｆ
Ｎ
Ｓ
”
ｒ
＞
Ｓ

ソ
ハ
”ｏ
】ハ
・０
●
【”ソ
ハ
”ｏ　
Ｈ^
いの
コ
ヽ
”

卜
昇
〓
８

卜
昇
８
８

０
・
出
Ｉ

Ч
ヽ
ヽ

Ｎ
Ｏ
‘
＝
―

¶
ヽ
ヽ

疇
一回
　
　
　
斗口
疇

∞
”
Ю
口
Ｐ
　
　
　
　
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
日
，

卦
澪
　
　
　
引
罰
轟

Ｈ∞
〇〇
晏
】　
　
　
　
ＨＮ
Ｏ
Ｏ
ｂｐ

、
　
　
　
∞
〇

Ｈ
Ｏ
Ｏ
　
　
　
Ю
∞

Ｈ
ヽ
い
　
　
　
い
∞

ド
ヽ
Ｎ
　
　
　
　
∞

Ｈ
∞
【
　
　
Ｎ
Ｏ

ヽ NN8

器 鴛  毬

Q 83瑶 83

∞  卜
=X∞

昴

Ю
Ｏ
Ｏ
Ｏ
口
”　
　
　
　
Ю
【∞
〇
日
，

Ｎ
い
」
Ｏ
ｂｐ
　
　
　
　
Ю
い
か
〇
口ｐ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ロ
ツ
　
　
　
　
一Ｎ
か
∞
Ｏ
ｂｐ

Ю
Ｏ
Ｏ
Ｏ
コ
Ｐ
　
　
　
　
Ｈ
ヽ
〇
〇
ｂｐ

Ｎ
い
〇
〇
コ
ツ
　
　
　
　
ト
ヽ
〇
〇
日
ｐ

∞
Ｎ
Ｏ
口
ｐ　
　
　
　
　
Ю
い
い
【
口
ｐ

削
ウ
剛
薇
　
ウ
剛
削
薇

卜
Ｏ
ＨＮ
口
ｐ　
　
　
　
Ｈ∞
〇
〇
日，

Ｎ
か
〇〇
ｂ
ｐ　
　
　
　
Ｎ
か
Ｏ
α
ｂｐ

う
副
ら
謝
　
＄
訊
う
即

Ｈ
・　
ロ
コ
■
脚
嶺
・
ロ
コ
ウ
剛

い
・
Ｈ
Ｏ
円
さ
【ｏ
・
Ｈ
ゆ
Ｈ
さ

い
ｏ
ン
０
目
さ８
ｏ
ン
０
日
さ

）
「
墨
声
奎
溶

膠
コ
崎
　
　
Ｈ
い
腰
コ
呻

〕
シ

（
醇
ヾ
う
●
）

前
盗
ユ
ｒ
躊
肺
製
う
●

毬
ヨ
繁
ユＦ
響
瓶
襲

輝
轡
潔
ユｒ
鐸
瀬
製

Ｎ
，
０
″
ｏ
●
　
　
Ｎ
，
ｏ
Ｆ
０

ヽ
「
ヽ
゛
て
　
ヽ
Ч
ヽ
ヽ

「，
０
【①
　
　
　
　
、「
Ｆ
Ｏ
【ｏ

酎
罫
尋
ヨ
Ｈ
Ｏ
計
蓼
掛
ヨ
ーーー
○

日
書
室
開
室
日
営
番

七
月

こ
の
月
は
開
室
日
営
番
を
廣
止
し
ま
す

t 鴫 田 ヽ ミ ヽ ミ 獣 ミ ミ ヽ R

民  =N8Nヽ 。 ド N鷲 ぃ ド

卜 ∞  " ∞  ω N N N
● 8ミ ピ  ド  88ぶ  お

か ぃ ヽ N 1ヽ 8譴 O N

十
三
日

十
七
日

十
二
日

十
七
日

廿

一
日

鳥 松 本 藤 渡

山 方 暮 田 邊

十
　
日

十
五
日

二
十
日

十
四
日

廿
九
日
八
月

松 棋 冠 藤 浦

本   島 松



8--3

が
固
書
室
は
従
来
通
り

一
週
間
の
内
月
水

金
の
三
日
間
夕
刻
か
ら
開
い
て
事
務
員
が

在
室
し
ま
す
ｏ

九
月

四
　
日

九
　
日

十
四
日

十
八
日

十
三
日

十
八
日

三
十
日
　
渡
　
邊

固
書
室
来
訪
者
藪

昭
和
六
年

一
月
乃
至
六
月
二
十
五
日

一
月

　

　

四

一
人

二
月
　
　
　
　
二
八
人

三
月
　
　
　
　
四
五
人

四
月
　
　
　
　
四

一
人

五
月
　
　
　
　
八
七
人

六
月
　
　
　
　
六
六
人

計
　
三
〇
八
人

開
室
日
は
月
水
金
の

一
週
三
日
間
で
あ

る
。
評
議
員
會
、
幹
事
會
等
の
数
字
は
右

表
に
は
加
へ
て
な
い
。
来
訪
者
で
書
忘
れ

た
人
も
あ
ら
う
ｏ
平
均
す
る
と
開
室
日

一

日
の
来
訪
者
は
四
人
と
な
る
。

新

着

国

書

山
と
峡
谷
　
大
泉
黒
石
著
　
二
松
堂
破
行

み
や
ま
　
　
第
四
琥
　
　
　
東
京
山
嶺
會

廿 廿 十 十 七 二
五 一 六 一
日 日 日 日 日 日

鳥 松 木 藤 渡 角

山 方 暮 田 邊 田

浦 松 棋 冠 藤 浦

松 本   島 松
霧
の
旅
　
二
十
五
及
三
十
六
　
同
　
　
會

飛
騨
奥
壇
　
十
巷
七
琥
　
　
飛
騨
史
談
會

會
　
報
　
　
八
年
五
琥
　
　
開
東
山
岳
會

地

震

　

一二
巻
四
琥

　

地
震

學

會

樹
　
氷
　
　
創
刊
琥
　
　
　
山
人
倶
業
部

ア
ル
カ
ウ
趣
味
十

一
ノ
四
ｏ五
上
ハ

∽
【
①
【
『
”

０
】
口
げ

国

口
〓
ｏ
Ｌ
●
・
＞

も

Ｌ

】

い
Ｏ
ω
ト

↓

，
０

０

０
０
”
【
”
●
Ｆ
】
０
”
】

『
Ｏ
Ｃ
『
●
ュ

ｏ

＞

り
『
〓
。

ソ
ハ
”
Ч
　
Ｈ
Ｏ
ω
【
ｏ

】Ｆ
”

ソ
ｎ
Ｏ
口
”
”
”
●
０
・

り
〔
”
【
∽
ｏ
，
く
『
】
【　
い
Ｏ
ω
卜
・

一
＞

も
り
”
】
”
Ｏ
Ｆ
】
”
口

】≦
一Ｏ
Ｃ
●
計
，
】
●
　
０
”
暉
げ

一
　

‐
‐

一
　

”
ロ
ロ
ｏ
Ｌ
口
・
り
いヽ
Ｏ
ω
ｒ

↓
露
〓
”
●
●
ゴ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
〓
９
ミ
【８
卜・

】”
Ｅ
”
〓
０
”
【

Ｏ
①
】

０
一０
●
”
『
０
　
同ヽ
Ｘ
Ｏ
〓
【
∽
【
〇
●
】
∽
”
”

Ｑ
Ｏ

一０
”
”
”
】
●
●
て
，
・

ω

触
”ば

卜

い
Ｏ
ω
卜
・

↓
，
ｏ
〓
ｏ
Ｅ
Ｓ
Ｆ
８
Ｆ
ｕ■
８
卜・

↓
ｒ
ｏ
「
露
〓
ｏ
Ｏ
Ｆ
げ
”
巳
お
Ｌ
Ｐ
いヽ

０〓
・

、
　
　
　
　
　
　
】
「①
”
『

］Ｗ
Ｏ
Ｏ
ｒ
一
喘
Ｏ
【

【
Ｏ
ω
【
・

ｂ
二
り
”
●
０

『
Ｏ
Ｃ
『
●
”
】
・
】′
「Ｏ
ｏＮ
卜
Ｎ
・
ソ
ハ
”
Ч

い
Ｏ
ω
【
ｏ

”

ｃ
〓
①
〓
●

０
●

０
】
口
げ

ヽ
だ

ｏ
【
●

”

①
【
”
Ｏ
ｏ

日
ｐ
”
【
∽
　̈
Ｈ
Ｏ
ω
卜
・

ツ
ー
リ
ス
ト
　
十
九
ノ
六

山
　
嶺
　
六
月
琥
　
　
　
東
京
野
ル
路
會

豪
潜
山
岳
彙
報
　
三
ノ
一
一　
豪
湾
山
岳
會

岳
　
友
　
六
十
八
琥
　
　
　
日
本
岳
友
會

地
質
固
及
地
質
説
明
書
（地
質
調
査
所
）

（
甲
浦
、尾
道
、鹿
見
島
、
伊
集
院
、小
坂
Ｄ

一日向
ｈ
烈
）

日

本

地

理

大

系

中

国

四

回

篇

　

改

造

走

】知″①
く
口
ｏ
　
」
′
】
じ
】
●
①
　
Ｈ
・
【

”
『
【
日
ｐ
①
∽
”
『
①

【
Ｏ
ω
ト

∽
く
①
●
∽
澪
”

、リ
ロ
『
【
∽
け

『
０
『
①
●
】
口
”
①
口
∽

＞
′『
∽
∽
だ
Ｌ

「
け

Ｈ
Ｏ
ω
ド
・

Ｏ
ｏ
お
げ
ｏ
『”
　
　
　
　
　
ミ

∽
く
ｏ
●
∽
Ｆ
‐
可
．Ｃ
『
】
∽
け

】ハ
”
】
①
●
Ｑ
ｏ
」

い
Ｏ
ω
【
・

＞
ｂ
口
匡
”
】

Ｚ
ｏ
・　
ω
ω
・　
↓
ｒ
ｏ
　
一〓
ｏ
ｃ
ｐ
Ｓ
Ｆ

Ｏ
【
Ｅ
σ

ｏ
喘

∽
ｏ
ｓ
”
ｒ

＞

喘
■
ｏ
，

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

第
二
琥

　

同

　

蔵

登

音
同
　
　
第
二
琥
　
　
　
日
本
登
高
會

白
根
山
近
傍
固
及
赤
石
嶽
近
傍
固

四
色
刷
　
　
　
　
　
　
　
陸
地
測
量
部

Ｕ
】ｏ
＞
】Ｏ
①●
・
く
ｏ】
Ｎ
・
Ｚ
ｏ
ｕ・
ＨＯω
ｒ

旅
行
　
　
六
十
三
琥
　
東
京
旅
行
ク
ラ
ブ

購

入

国

書

『
Ｌ
鮎
ご
．〇
喘
　

２
，”
口
∽
①
●
・
　

↓
．ｒ
『
Ｏ
Ｃ
ｍ
口
　

”
，
①

Ｏ
”
●
ｏ
”
∽
ｃ
∽

〔
ｏ
　
”
，
ｏ
　
く
．ｏ
】”
”
・　
＞

〓
０
●

“
げ
月
」
●
ダ
「”
●
ｏ
ｒ
Ｏ
口
●
０
●
・
い
Ｏ
ω
【
・

「
・
Ｕ
ｏ
日
で
【ｏ
『
・　
＞
】Ｕ
【
●
ｏ

”
”
∽
∽
ｏ
∽
ｏ

【
Ｏ
ω
Ｏ
・

口
・
”
・
ソ
露
〓
ｏ　
↓
Ｆ
①

”
ｏ
ｏ
ｏ
【Ｏ
　
ｏ
喘

け，
ｏ

】刀
一Ｏ
Ч
”
】

（Ｗ
Ｏ
Ｏ
ｍ
『
”
り
，
【
０
”
】

∽
０
０
【
〇
け
ヽ
い

い
∞
ω
Ｏ
Ｉ

卜
Ｏ
ω
Ｏ
・

各
地
方
登
山
案
内
書
類

白
馬
登
山
案
内
　
　
　
　
　
北
城
村
役
場

登
山
案
内
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
鐵
道
局

Ｉ
　
中
部
日
本
、
南
ア
ル
プ
ス
共
の
他

篇
―
―
昭
和
六
年
版
　
三
六
版

二
〇
頁
　
略
固
入

Ｈ
　
中
部
日
本
、
北
ア
ル
プ
ス
篇
―
昭

和
六
年
版
　
三
六
版
　
二
〇
頁

略
固
付

日
本
南
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内

山
梨
縣
北
巨
駆
郡
菅
原
村
登
山
案
内

張
力
組
合
事
務
所

三
六
版
　
二
五
頁
　
略
固
付

常
念
小
屋

一
の
俣
小
屋
の
案
内

松
本
市
六
九
町
　
　
山
田
　
利

一

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
要
要

昭
和
六
年
度
　
　
　
　
信
濃
山
岳
會

三
六
版
九

一
頁
　
定
質
二
〇
錢
　
篤

員
略
固
鐵
道
時
間
表
入

登
山
要
項
　
八
ケ
岳
・蓼
科
山
・秩
父
方
面

信
濃
自
田
山
岳
會
破
行

陸
地
測
量
部
新
刊
地
固

新
刊

一
萬
分

一
地
形
固

大
阪
近
傍
１８
（
守
部
）

１９
（尼
崎
西
部
）

２０
（
布
屋
）

二
萬
五
千
分

一
地
形
固

仙
菫
近
傍
１７
（
亘
理
）

甲
府
近
傍
８

（
鳴
澤
）

９
（富
士
山
）

松
山
近
傍
９

（
砥
部
）

二
十
萬
分

一
帝
國
固
　
徳
之
島

五
十
萬
分

一
輿
地
固
　
久
遠

修
正
版

一
萬
分

一
地
形
固
　
東
京
近
傍
Ⅳ
（新
井
）

二
萬
五
千
分

一
地
形
固

東
京
近
傍
４
（浦
安
）

横
濱
近
傍
２

（
穴
守
）

二
萬
五
千
分

一
鐵
道
補
入
版

札
幌
近
傍
３
（
中
之
澤
）

４
（
漁
）

新

曇
田
及
新
潟
近
傍
９
（新
潟
北
部
）

ｌｏ
（新
潟
南
部
）

東
京
近
傍
９
（
浦
和
）

小
千
谷
近
傍
９

（
十
日
町
）

神
戸
及
明
石
海
峡
近
傍
１

（
三
田
）

五
萬
分

一
地
形
固
修
正

東
京
２
（
東
京
東
北
部
）

６

（
東
京
西

北
部
）

高
知
ｌ
（
川
口
）

大
分
５

（
大
分
）

五
萬
分

一
鐵
道
補
入
版

帯
廣
Ю
（
幸
震
）
　

一満
島
Ｈ
（
二
本
松
）

盛
岡
１３
（沼
宮
内
）

秋
田
ｕ
（
大
曲
）

新
庄
１０
（湯
澤
）
　

一
開
７
（
氣
仙
沼
）

仙
憂
９
（
尾
花
澤
）

新
潟
３
（
喜
多
方
）

４
（若
松
）
　
　
　
１３
（
新
潟
）

弘
前
５
（黒
石
）
　

１４
（中
濱
）

京
都
及
大
阪
６
（
京
都
西
北
部
）

五
萬
分

一
朝
鮮
地
形
固
修
正

鐵
原
６
（
金
城
）

百
萬
分

一
東
亜
典
地
固
　
一扁
州

二
百
萬
分

一
大
日
本
輿
地
固
修
正
色
刷

和
文
、
欧
文

（
各
組
二
枚

一
組
）

新

刊

紹

介

峠
と
高
原

田
部
重
治
著
　
　
大
村
書
店
曇
行

定
債

一
回
五
〇
錢
　
四
六
版
　
二
四
六
頁

窮
員
十
二
枚

氏
が
嘗
つ
て
歩
か
れ
た
、
幾
多
の
峠
と

高
原
の
紀
行
と
感
想
が
主
と
な
り
、
そ
の

他
に
は
山
の
紀
行
と
、
随
筆
が
あ
る
。
古

い
山
岳
會
の
人
々
の
思
ひ
出
話
は
非
常
に

興
味
が
深
い
。

新
著
「
峠
と
高
原
」
は
田
部
氏
の
現
在
り

心
境
が
文
字
通
り
語
る
も
の
で
あ
ら
う
ｏ

南
ア
ル
プ
ス
と
其
漢
谷

（時
間
記
録
と
費
用
概
算
）

李
賀
文
男
著
　
　
朋
文
堂
曇
行

定
偵

一
回
　
三
六
版
　
二
六
六
頁
　
篤
員

概
念
固
計
二
十
七

先
年
獲
行
Ｌ
た
同
氏
の
南
ア
ル
プ
ス
と

大
健
範
園
は
同
じ
で
あ
る
ｃ
そ
れ
に
新
た

に
筆
を
加
へ
、
簡
潔
に
し
て
、
ガ
イ
ド
プ

ツ
ク
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
精
二
明
瞭

を
欠
く
。

東
京
附
近
の
山
々

（時
間
記
録
と
費
用
概
算
）

河
田
　
槙

・
高
畑
棟
材
共
著
　
　
朋
丈

堂
曇
行
　
定
偵

一
回
　
三
六
版
　
二
人
四

頁
　
篤
員
、
ス
ケ
ノ
チ
、
概
念
固
計
三

一

「
南
ア
ル
プ
ス
と
共
漢
谷
」
と
同
時
に
今

夏
曇
行
さ
れ
た
同
型
の
も
の
で
あ
る
。
奥

多
摩
の
山
水
よ
り
、
日
光
、
尾
瀬
、
谷
川

岳
．
中
央
線
浩
線
の
山
々
等
、東
京
よ
り
、
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日
婦
り
、
ス
は

一
。
二
泊
で
簡
単
に
行
け

る
山
々
の
案
内
記
。

前
者
と
同
じ
く
、
所
要
時
間
と
費
用
概

算
が
各
々
の
山
．
コ
ー
ス
に
互
つ
て
入
つ

て
ゐ
る
。
巻
頭
の
原
色
版
は
、
山
の
紹
介

と
し
て
は
役
立
な
い
。
今
少
し
房
総
．

箱
根
、
伊
豆
等
の
東
京
附
近
の
他
の
山
々

を
も
題
目
の
角
め
に
も
取
り
入
れ
て
欲
し

か
つ
た
。
索
引
の
な

い
の
は
欠
陥
で
あ

る
ｏ

山
　
の
　
手

帳

朋
文
堂
編
　
ポ
ケ
ツ
ト
型
　
三
二
人
頁

定
偵
四
〇
錢

本
會
曇
行
の

「
山
日
記
」
と
殆
ど
同
じ

様
で
ｂ
形
と
厚
さ
と
を
小
さ
く
し
た
も
の

で
あ
る
。
内
容
は
大
切
な
山
案
内
と
山
小

屋
が
欠
け
て
ゐ
る
事
と
、
そ
の
他
の
事
項

が
逸
か
に
簡
単
に
な
つ
て
ゐ
る
丈
け
で
、

大
し
た
特
長
も
な
い
。
編
輯
方
法
に
至
つ

て
は
、

「
山
日
記
」
を
そ
の
ま
ゝ
模
倣
し

た
だ
け
で
、
少
し
も
頭
を
使
つ
すこ
跡
が
見

え
な
い
ｏ
ナ
リ
ヂ
ナ
リ
テ
イ
ー
に
至
つ
て

は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

何
か

一
つ
本
が
賣
れ
出
す
と
直
ぐ
そ
の

員
似
を
す
る
の
は
、
余
り
知
悪
が
な
さ
過

ぎ
る
。
も
つ
と
ナ
リ
ヂ
ナ
リ
テ
イ
ー
を
出

し
て
全
く
異
つ
た
分
野
を
り
く
な
ら
ば
、

同
じ

「
山
の
手
帖
」
で
も
も
つ
と
賞
め
た

い
の
だ
が
、
之
で
は
全
く
批
評
の
余
地
が

な
い
。登

山
と
キ
ヤ
ム
ピ
ン
グ

熊
澤

ｏ
瀬
木

・
桑
田
・三
輸

・
椙
山

共
著
　
　
刀
江
書
院
曇
行

定
債
二
回
三
〇
錢
　
四
六
版
　
三
六
〇
頁

篤
具
及
挿
日
入
　
索
引
付

登
山
技
術
に
開
す
る
も
の
と
し
て
、
恐

ら
く
は
本
邦
に
類
を
見
ざ
る
廣
範
国
に
互

る
も
の
で
あ
り
、
ス
疑
も
な
く
此
の
方
面

に
於
け
る
最
も
員
摯
な
る
試
の

一
つ
で
も

あ
る
。
そ
の
故
に
特
別
の
開
心
な
し
に
之

を
繕
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
ス
之
を
詳
細

に
論
評
す
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。

唯

一
讀
し
た
後
に
氣
付
い
た
紺
若
干
を

別
に
順
序
を
立
て
す
に
拳
げ
る
。
最
初
に

掲
げ
た
著
者
の
名
前
と
本
書
の
題
目
と
よ

り
し
て
、
私
に
本
書
の
債
値
は
営
然
或
程

度
に
了
解
さ
れ
すこ
事
と
思
ふ
。
そ
れ
故
に

私
に
寧
ろ
批
評
に
重
き
を
置
く
。

「
海
外
の
山
岳
書
か
ら
固
を
利
用
し
た

と
雖
も
、
本
文
中
の
説
明
に
は
他
の
本
か

ら
課
出
し
た
様
な
所
は
決
し
て
な
い
」
と

凡
例
に
断
り
書
き
が
あ
る
か
ら
、
特
に
先

づ
逃
べ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
ア
ン

ザ
イ
レ
ン
の
時
の
最
初
の
二
人
の
間
の
間

隔
に
就
て
の
批
評
の
如
き
は
、
賓
際
に
之

を
行
ふ
意
味
が
十
分
に
理
解
ぜ
ら
れ
て
ゐ

な
い
結
果
か
ら
生
じ
た
見
営
違
ひ
の
批
評

で
あ
る

（
一
九
二
頁
）。
　
岩
登
り
の
場
合

の
手
袋
の
如
き
も
（
一
七
三
頁
）
、
馴
れ
ゝ

ば
手
袋
を
は
め
て
や
つ
て
も
差
支
な
い
程

度
の
岩
登
り
な
ら
ば
そ
れ
で
も
よ
か
ら
う

が
、
さ
う
と
す
る
と
、
ド
ロ
ミ
ー
テ
ン
あ

た
り
で
も
減
多
に
出
會
ひ
さ
う
に
も
な
い

様
な
難
場
の
登
攀
の
仕
方
な
ど
が
、
固
入

り
で
説
明
さ
れ
て
ゐ
た
り
す
る
の
は
、
少

し
餘
計
な
事
の
様
で
あ
る
。

岩
彗
崩

（
一
一
四
頁
）
と
い
ふ
言
葉
が

元
来
の
日
本
語
な
ら
ば
格
別
で
あ
る
が
、

之
が
シ
ユ
タ
イ
ン
ラ
ダ
イ
ー
ネ
の
意
味
だ

と
す
る
と
、
岩
雲
崩
も
日
本
に
来
て
か
ら

非
常
に
軟
化
し
た
事
に
な
る
。

個
人
の
見
解
に
よ
る
事
で
あ
ら
う
が
、

日
本
の
山
登
り
の
技
術
に
、
特
別
に
外
國

の
そ
れ
を
、
モ
デ
イ
フ
ア
イ
し
て
富
て
歓

め
る
様
な
特
殊
的
な
も
の
は
、
未
だ
少
い

と
考
へ
る
。
気
象
そ
の
他
の
事
情
か
著
し

く
異
り
、
従
つ
て
特
別
の
注
意
を
要
す
る

事
柄
を
別
と
す
れ
ド
、
大
盤
に
於
て
我
國

で
は
、
外
國
の
技
術
か
ら
必
要
な
程
度
の

も
の
丈
を
取
つ
て
利
用
し
て
ゐ
る
様
で

あ
る
。
そ
し
て
却
つ
て
我
々
ｌｔ
、
正
し
く

融
課
越
ら
る
べ
く
し
て
、
未
だ
に
鶯
さ
れ

て
ゐ
な
い
部
分
を
こ
そ
多
分
に
持
つ
の
嘆

を
抱

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

大
髄
の
感
じ
に
於
て
感
じ
る
第

一
の
こ

と
は
、
明
瞭
に
断
言
す
べ
き
所
で
、
言
葉

を
濁
し
た
や
う
な
所
が
少
く
な
い
事
で
あ

る
。
技
術
の
書
物
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
原

則
的
な
事
柄
を
は
つ
き
り
と
述
べ
る
の
が

よ
い
。
事
賞
そ
れ
よ
り
仕
方
が
な
い
の
で

あ
ら
う
ｏ
そ
し
て
要
は
、
安
全
に
目
的
を

達
ぜ
し
め
る
の
が
技
術
の
眼
目
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
之
を
語
る
人
は
、
少
し
の
例
外

に
封
す
る
顧
慮
は
之
を
呑
込
ん
で
し
ま
つ

て
、
危
険
は
危
瞼
と
明
瞭
に
云
つ
た
方
が

よ
い
。
深
い
漢
流
の
徒
渉
は
可
成
り
危
険

だ
と
い
ふ
様
な
云
ひ
廻
し
方
は
禁
物
で
あ

る
。
危
険
信
琥
に
就
て
も
然
り
。
そ
れ
が

不
可
能
な
場
合
な
ぞ
を
考
へ
る
様
な
事
は

し
な
い
で
、
之
々
の
事
を
な
す
べ
し
と
剣

然
と
書
く
べ
き
で
は
あ
る
よ
い
か
。
書
く

方
が
に
つ
き
り
断
言
し
な
い
と
、
折
角
の

注
意
が
帳
沿
Ｌ
に
な
つ
て
し
ま
う
。

説
明
の
不
十
分
ス
は

不
正
確
な
所
二

三
、

「霧
は
雨
と
兄
弟
分
で
お
互
に
付
き

物
」

（
一
二
九
頁
ｙ
と
は
何
を
意
味
す
る

の
か
、
叉
彗
崩
に
開
し
た
言
葉
に
於
て
は
、

几
て
説
明
が
夫
々
の
言
葉
に
必
要
で
あ
ら

う
。

「
融
解
凍
殻
雪
」
な
ど
ヽ
云
は
れ
て

も
、
之
に
開
す
る
説
明
が
な
け
れ
ば
、
原

語
を
考
へ
直
し
て
見
な
い
限
り
解
る
ま

い
。
初
心
者
に
は
衛
然
り
で
あ
ら
う
ｏ
イ

ン
デ
イ
ア
ン
の
人
、
ネ
ス
ム
ツ
ク
の
人
等

叉
然
可
で
あ
る
。
著
者
達
の
グ
ル
ー
プ
で

の
日
常
會
話
に
於
て
、
之
等
の
言
葉
が
使

ひ
慣
は
さ
れ
て
ゐ
る
が
角
め
に
、
か
ゝ
ろ

結
果
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
之
は
不

親
切
で
あ
り
、
殊
に
一
般
向
と
し
て
書
か

れ
た
本
書
の
目
的
に
は
副
は
な
い
と
思
は

れ
る
。
危
険
信
琥
の
如
き
も
、
そ
の
意
味

か
ら
し
て
も
つ
と
詳
し
く
説
か
る
べ
き
で

あ
る
。

本
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
賞
を
理
解
す

る
事
に

一
つ
で
あ
る
。
併
し
之
を
正
し
く

叙
逃
し
得
る
事
は
ス
別
個
の
事
で
あ
る
。

更
に
之
を
理
解
し
易
く
説
明
し
、
而
も
そ

の
叙
逃
の
目
的
を
逹
す
る
様
に
讀
者
を
教

育
す
る
事
は
叉
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
斯

く
考
へ
来
る
時
、本
書
は
、
そ
の
内
容
の
豊

富
さ
、
そ
れ
に
盛
ら
れ
た
員
面
目
さ
と
執

筆
者
の
僻
験
と
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
含

未
だ
未
成
品
で
あ
り
生
硬
の
嫌
が
多
い
。

例
へ
ば
、

一
山
岳
部
内
の
教
科
書
と
し

て
使
用
す
る
な
ら
ば
、
之
は
非
常
に
よ
い

材
料
で
あ
ら
う
。
併
し
之
が

一
般
讀
者
を

相
手
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
問
題
で
あ
る
。

之
丈
け
に
手
を
揃
へ
た
上
に
、
之
丈
の

努
力
が
排
は
れ
て
ゐ
る
以
上
、
此
の
計
書

を

一
層
進
め
て
、
之
が
吹
版
せ
ら
れ
、
更

に
充
賓
し
た
も
の
を
さ
れ
る
事
を
希
望
し

度
い
。
卒
直
に
思
の
ま
ゝ
を
述
べ
た

の

は
、
同
じ
會
員
と
し
て
の
気
易
さ
か
ら
で

も
あ
る
が
、
一
に
は
此
の
本
の
場
合
に
は
、

そ
の
内
容
が
特
来

一
々
儒
瞼
に
依
つ
て
テ

ス
ト
さ
れ
た
場
合
、

一
層
よ
き
も
の
と
な

る
の
可
能
性
が
十
分
に
悪
ま
れ
て
ゐ
る
と

思
ふ
所
か
ら
し
て
の
期
待
の
方
が
よ
り
大

を
占
め
て
ゐ
る
。
著
書
五
氏
の
そ
の
結
に

就
て
の
了
解
を
切
に
希
望
す
る
次
第
で
あ

る
。
そ
し
て
序
に
申
し
述
べ
て
置
き
度
い

の
は
、
此
の
次
の
版
の
折
に
は
、
も
う
少

し
積
雲
季
の
登
山
に
憧
れ
を
抱
か
せ
る
様

な
、
晴
れ
や
か
な

「
雪
中
幕
螢
の
日
」
の

挿
給
と
取
り
替
へ
て
戴
き
度
い
事
で
あ

る
。
口
檜
も
願
は
く
は

一
層
代
表
的
な
も

の
で
あ
つ
て
欲
し
い
。
誤
植
や
挿
檜
の
誤

り
も
訂
正
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
ｏ
之
が
最

後
の
希
望
で
あ
る
。
　

　

（
Ｓ

●
Ｍ
）

水
上
競
技

・
ボ
ロ
ト

・
登
山

朝
日
新
聞
運
動
部
編
　
同
走
曇
行

定
債
五
十
錢
　
四
六
版
　
一
七
〇
頁

窮
員
数
葉

朝
日
ス
ポ
ー
ツ
叢
書
の

一
つ
と
し
て
曇

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
運
動
競
技

等
と

一
緒
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
登
山
の

部
は
五
十
頁
位
し
か
な
い
の
に
残
念
で
あ

る
。
紙
数
の
少
い
割
に
は
大
憂
手
際
よ
く

纏
つ
て
ゐ
る
。
主
と
し
て
書
か
れ
た
の
は

登
山
の
曇
逹
史
で
あ
る
。
沿
繁
雑
の
傾
の

あ
る
部
分
も
あ
る
が
、
登
山
曇
逹
史
の
概

略
を
知
り
度
い
と
思
ふ
人
達
に
は
手
頃
の

本
で
あ
る
。筆
も
中
々
よ
く
書
け
て
ゐ
る
。

返
す
返
す
も
紙
数
の
少

い
の
が
惜
し
い
。

後

立

山

連

峯

冠
　
松
次
郎
著
　
第

一
書
房
曇
行
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一定
債
二
回
五
十
餞
　
四
六
版
　
四
三
〇
頁

挿
糟
三
十
余
枚

例
の
黒
部
川
を
中
心
と
す
る
冠
氏
の
山

の
叢
書
の

一
つ
で
あ
る
。
未
だ
之
に
績
い

て
白
馬
連
峯
が
績
刊
さ
れ
る
様
に
序
文
に

書
か
れ
て
あ
る
。

後
立
山
の
峯
々
に
就
て
の
案
内
書
で
あ

り
紀
行
文
集
で
あ
る
。
其
他

「
双
六
谷
」

以
来
に
曇
表
し
た
山
の
随
筆
も
収
め
ら
れ

て
ゐ
る
。

何
時
も
冠
氏
の
書
を
手
に
し
て
思
ふ
事

で
あ
る
が
、
案
内
書
と
し
て
な
ら
ば
、
も

つ
と
統

一
が
あ
り
組
織
立
つ
すこ
も
の
と
し

て
欲
し
い
し
、
随
筆
集
な
ら
ば
叉
そ
の
様

な
種
類
の
も
の
が
集
め
ら
れ
て
あ
つ
た
ら

ば
と
思
は
さ
れ
る
。

何
だ
か
二
兎
を
追
つ
て
ゐ
る
様
な
気
が

し
て
、
そ
れ
丈
け
に
書
物
と
し
て
は
食
ひ

足
り
な
い
様
な
残
叫
惜
し
さ
を
感
ぜ
じ
め

ら
れ
る
。

高
山
植
物
窯
翼
国
衆
　
壼
及
式
輯

武
田
久
吉

・
田
邊
和
雄
共
編

梓
書
房
曇
行
　
豫
約
刊
行
　
各
輯
篤
員

二
十
枚
宛
　
説
明
書
付

篤
員

の
美
し
い
の
に
先
づ
驚
か
さ
れ

る
。
山
へ
登
り
な
が
ら
う
つ
か
り
看
過
し

て
ゐ
た
、
大
事
な
も
の
を

一
つ
一
つ
ど
う

だ
ど
う
だ
と
見
せ
付
け
ら
れ
る
様
な
気
が

す
る
。
今
手
許
に
あ
る
四
十
枚
の
窮
員
を

一
枚

一
枚
眺
め
な
が
ら
、
之
か
ら
山
へ
行

つ
た
ら

一
つ
気
を
付
け
て
之
等
の
植
物
を

眺
め
て
見
や
う
と
思
に
せ
ら
れ
た
。
素
人

に
さ
へ
さ
う
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
道
の
人

に
は
中
々
役
に
立
つ
ｔ、
の
で
あ
ら
う
ｏ
何

に
し
て
も
、
山
で
見
逃
さ
れ
て
ゐ
る
美

し
さ
を
、
此
の
嘉
員
で
取
り
戻
す
事
が
出

来
た
様
に
覺
え
る
。

中
で
も
「は
ひ
ま
つ
の
海
」
の
固
な
ぞ
之

を
眺
め
て
ゐ
る
丈
け
で
胸
が
透
く
様
だ
。

今
に
霧
で
も

や
つ
て
来
さ
う
な
気
が
す

る
。
下
手
な
文
字
を
連
れ
た
本
よ
り
何
れ

丈

い
ヽ
か
解
ら
な
い
。

「
を
さ
ば
ぐ
さ
」
や

「
ひ
め
う
す
り
き

さ
う
」
の
篤
員
は
、
詩
だ
と
い
ふ
感
ど
が

す
る
。富

士
と
ア
ル
プ
ス

小
松
　
榮
著
　
　
白
林
祗
曇
行

定
債

一
回
八
〇
錢
　
四
六
版
　
一
七
七
頁

篤
員
数
枚

之
は
全
然
良
心
と
い
ふ
も
の
を
持
ち
合

ぜ
な
い
著
作
で
あ
る
。
内
容
に
就
て
は
唯

一
言
、
富
士
と
ア
ル
プ
ス
と
い
ふ
題
に
依

つ
て
書
い
た
作
文
だ
と
云
へ
ば
足
り
る
。

目
次
に
附
録
山
日
記
と
あ
る
の
は
白
紙
を

数
頁
入
れ
た
ゞ
け
の
事
で
あ
る
。
果
れ
ざ

ろ
を
得
な
い
。
活
字
の
組
み
方
に
至
つ
て

は
、
出
来
る
丈
け
頁
を
取
る
様
に
ば
ら
ば

ら
組
ん
だ
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。
如
何

な
る
意
固
を
以
て
こ
ん
な
も
の
を
出
版
し

た
の
か
を
さ
へ
疑
た
く
な
る
本
で
あ
る
。

編

輯

後

記

ス
マ
イ
ス
逹
の
英
国
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

行
つ
た
登
攀
隊
が
、
ヵ
メ
ン
ト
の
頂
上
を

極
め
た
と
の
報
が
入
つ
た
。
活
動
篤
員
の

器
械
を
項
上
迄
運
び
得
た
と
あ
る
か
ら
、

山
と
し
て
は
難
し
さ
が
少
い
様
に
思
は
れ

る
。
詳
細
は
未
だ
解
ら
な
い
。
此
の
登
攀

に
営
つ
て
、
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
加
は
つ
て

ゐ
る
シ
エ
ル
パ
の
レ
フ
の
活
躍
は
目
覺
ま

夏山 のヽ登山用具は美満津へ!

C田ダ
PいlL

Kletter Schuhe ¥4。Oo

Lantern(ァ ノンミ.大型ナツク付)¥3.50
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東 京・ 本 郷・ 赤 門 前

電話 (小石川)845・ 2071
ミ マ ツ 言 店

,,,tirt/lk



8‐-6

し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
カ
メ
ツ
ト
の
項
上

ま
で
重
い
荷
物
を
背
負
ひ
上
げ
た
と
報
ぜ

ら
れ
て
ゐ
る
。
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の
登
攀
隊

に
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
傭
に
れ
て
か
ら
、
山

へ
の
経
験
を
積
み
、
そ
し
て
今
度
は
此
の

素
晴
し
い
仕
事
を
鴛
し
遂
げ
て
ゐ
る
。
ロ

ン
グ
ス
タ
ソ
フ
が
よ
く
之
等
の
ポ
ー
タ
ー

を
稗
し
て
世
界
で
最
も
優
れ
た
山
岳
人
だ

と
云
つ
て
ゐ
た
事
が
証
明
せ
ら
れ
た
様
に

考
へ
ら
れ
る
。
登
山
に
於
て
、
何
が
最
も

大
事
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
此
の
レ
フ
の

業
績
を
通
じ
て
考
へ
ら
れ
や
う
。

ス
倫
敦
タ
イ
ム
ス
に
依
れ
ば
、
英
回
の

気
象
學
者
ク
ー
ト
ー
ル
ド
は
、
昨
年
の
十

二
月
下
旬
か
ら
単
身
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

北
極
圏
内
に
止
ま
つ
て
研
究
を
績
け
て
ゐ

た
が
、
今
年
二
月
二
十

一
日
吹
雪
の
篤
め

に
キ
ヤ
ン
プ
が
埋
め
蓋
さ
れ
、
そ
れ
以
来

五
月
五
日
救
援
除
に
掘
り
出
さ
れ
る
迄
雲

の
中
に
僅
か
に
ヴ
エ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
を
通

す
る
空
気
―■
依
つ
て
生
存
を
績
け
て
来
た

と
の
事
で
あ
る
。
山
の
話
で
は
な
い
が
、

ク
ー
ト
ー
ル
ド
の
書
い
た
手
記
を
讀
む
と

そ
の
気
持
の
中
に
、
我
々
の
気
持
と

一
味

相
通
す
る
も
の
ヽ
あ
る
の
を
覺
え
る
。

カ
ン
チ
エ
ン
ジ
エ
ン
ガ
に
向
つ
た
、
バ

ウ
ア
ー
の

一
行
に
開
し
て
は
、
そ
の
後
の

報
道
に
よ
れ
ば
、
六
月
二
十
日
に
ダ
ー
デ

ー
リ
ン
グ
を
出
破
し
た
と
の
事
で
あ
る
。

そ
の
折
に
記
し
た
バ
ウ
ア
ー
の
手
記
は
、

中
々
自
信
に
満
ち
て
ゐ
る
。
今
年
は
気
象

及
び
地
理
の
上
に
於
て
、
専
門
家
が
同
行

し
て
ゐ
る
の
で
、
立
派
な
結
果
が
得
ら
れ

や
う
と
の
事
で
あ
る
。
食
糧
に
就
て
は
、

バ
イ
グ
ル
が
同
行
出
来
な
か
つ
た
が
、

一

行
の
角
め
此
の
前
の
時
の
経
験
に
よ
り
、

昭
和
六
年
七
月
二
十
三
日
印
刷

昭
和
六
年
七
月
二
十
五
日
登
行

醜
腑
麟
婦
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

東
京
市
だ
ば
栞
不
町

一

不
二
屋
ビ

ル

(所刷「1堂り:開 )

慶

行

所

日
本

山
岳
會

含
報
編
輯
所
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¥3.50・・・・・・¥11。 50

大須 門前

四條大 通

日 本 橋

名 古 屋

京  都
大 阪 南

山行に最 も大切な完全無快の

アマ′`一モデノンの登山靴やキ

ス リングモデノンリツタサツク

等常に豊富に取揃へてござい

ます。

淀 屋 ′橋

小 ll: 町

元 町 通

阪

京

戸

大

東

諄
美 津 農

軍
隊
用
ビ
ス
ケ
ン
ト
、
粉
ミ
ル
ク
、
粉
末

林
檎
等
を
用
意
し
た
と
あ
る
ｏ
早
く
結
果

を
知
り
度
い
も
の
で
あ
る
。

Ｘ

夏
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
共
に
思
ひ

出
さ
れ
る
の
は
、
此
の
頃
の
上
高
地
に
於

け
る
悪

ｒ
風
省
で
あ
る
。

所
謂
山
の
玄
人
と
自
任
す
る
連
中
が
、

山
へ
は
余
り
行
か
す
に
上
高
地
で
地
廻
リ

を
務
め
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
甚
し
い
の
は

泥
酔
し
て
梓
川
べ
り
を
漫
歩
し
て
ゐ
る
。

上
高
地
で
顔
を
賣
る
よ
り
は
、
山
へ
飛

び
込
ん
だ
ら
ど
う
だ
ら
う
ｏ
こ
ん
な
悪
管

が
始
ま
り
出
し
た
の
も
さ
う
古
ｒ
事
で
は

な
い
。
早
く
断
ち
切
つ
て
し
ま
ふ
に
越
し

た
事
は
な
い
。

Ｘ

今
年
も
七
月
　
入
つ
て
か
ら
雨
だ
。
此

の
頃
は
梅
雨
が

一
月
遅
れ
て
や
つ
て
来
る

や
う
だ
。
三
年
程
何
時
も
七
月
の
天
氣
が

悪
い
。

雨
の
山
ほ
ど
み
ぢ
め
な
も
の
は
な
い
。

八
月
は
い
ゝ
天
気
を
績
か
し
た
い
。

八
月
は
山
へ
出
掛
け
る
人
が
多
い
の
で

含
報
も
休
刊
に
す
る
。

カ
ツ
ト
は
ス
イ
ス
、
英
國
、
フ
ラ
ン
ス
、

各
山
岳
含
の
徽
章
の
摸
篤
で
あ
る
。


